
CL4 
 

 

[公開草案] 

「事業分離等に関する会計基準（案）」、「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針

（案）」の公表 

----------------------------------------- 

 ■ 法人名 ：新日本監査法人 

 ■ 名 前 ：松尾 信吉 

----------------------------------------- 

 ■コメント：  

投資ファンド等が企業買収を行う場合には、以下のようなLBO型スキームを用いることが一般的と思われ

ます。 

 

?被買収企業の株式を取得するためのSPCを用意する 

?SPCは、被買収企業の債務保証、総資産担保等によって調達した資金により、被買収企業の株式を取得

する 

?SPCと被買収企業が合併し、被買収企業の株式を消却する 

 

上記のスキームにおいては、以下のように取り扱うことが経済実態に適合する場合が多いものと思われま

す。 

・投資ファンドの連結財務諸表上は、ファンドが被買収企業を取得したものとして扱う 

・SPCの連結財務諸表上は、被買収企業が、自己の信用によって調達した資金をSPCに供与することによ

り自己株式を取得したものとして取り扱う 

 

形式的にはSPCが被買収企業株式の取得資金を現金で支出しているが、その資金は被買収企業の信用

を基礎に調達されているものなので、SPCと被買収企業の関係においては、被買収企業を取得企業として

取り扱うべきという趣旨です。 

 

現金を対価とした企業結合取引においても、形式的な対価支出企業ではなく実質的な対価支出企業を取

得企業とすべき旨を指針に盛り込むことを検討するべきではないでしょうか。 

 

なお、上記のように扱う場合、投資ファンドの連結財務諸表上にはのれんが計上され、SPCの連結財務諸

表上にはのれんが計上されない結果になるものと思われます。 

 

 


